
「JARL横須賀クラブ」創設50周年

御目出度う御座います
J EI YJ」フタバハムクラブ

代表 JGIERY折原 民夫

心より御祝い申し上げます。一口に5 0年と言いますが、

半世細こわたりクラブを運営し、現在に至るまでには役員

及びクラブ員には大変なご苦労もあった事と存じます。

現在の『JARし横須賀クラブ』に有っては県内に於い

ても非常に活躍されているクラブではないでしょうか。

電波型式か多様化している中で率先して運用しているク

ラブも『JARL横須賀クラブ』ではないでしょうか。

これからの活躍を期待致します。

アマチュア無線開局

私が無線を始めるきっかけは当時勤務していた会社の上

司である窪田OM (故人JEIUZQ)の勧めによるもの

でした。

現場事務所にアマチュア無線の講習会用の本を持参し、

明日の晩選抜テストが有るので一晩勉強し受験する様に勧

められ始めました。

当時は諦習会を受けるにも選抜テストが有りました。

講習会、本試験を経て開局申請をしコールサインを頂い

たのが昭和48年12月(1973年)の暮れでした。

自宅でこたつに入りながら2mFMで初めてCQ.

JGIERYと送信したところ、即JAI I I (中野OM)

とコールを頂き、ふた文字コールの局で感激し汗を拭き拭

き交信した事を、今も当時を思い出します。

当時使用していたリグは、 TR2200 (トリオ)内蔵

ホイップアンテナにて運用していましたが、その後固定局

用としてTR7200Gを昭和55年まで使用して、現在

はモービルに取り付け、まだ故障せず使用しております。

以上が私の開局当時でした。

フタバクラブ紹介

私共のクラブを簡単に紹介させて頂きます。

昭和50年(1975年)にブタバハムクラブ(地域ク

ラブ) JEIYJLを開設し、毎月第二土曜日午後9時よ

り会長宅でグランドミーティングを開催しております。

平成7年(1995年)には、開設20周年を記念にア

ワードを発行しました。

平成12年(2000年)には、開設25周年を記念し

クラブ員のQ Sしカードをアワードのデザインを締小した

カードに統一して作り発行しています。

平成1 7年(2005年)の開設30周年を記念して何

をしようか思案中です。
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〇年劇綿挑隅

以上、簡単にクラブの紹介をさせて頂きました。

今後とも私をはじめクラブ員共々御指導を頂ければ幸い

と存じます。

最後に、クラブ員を代表しまして『JARL横須賀クラ

ブ』の益々の発展と役員はじめクラブ員皆様の御健康と、

御繁栄を御祈顕いたします。



当時の想い出
JAIAOW 斎藤 博

今から50年前、私は中学3年生だった。

その年初めてアマチュア無線というものの存在を知り、

猛烈に興味を持った。

そして是非とも濱枠を取得したいと思いそのための勉強

を始めた。

その過程で横須賀ローカル各局のラグチューを傍受し、

深田台クラブで定例ミーティングが行われていることを知

り、当初SWしとして出席した。

翌年高校に入学して間もなく国試を受験し無事合格、現

在のコールサインが下りたのは昭和29年11月1日付であ

った。

その辺の経緯を審いてもあまり面白いとは思えないので、

当時出会った局の中で特に印象に残っている、横須賀に所

縁のある局のことについて書いてみたい。

1. J A「DT

私が最初に耳にしたコールサインである。その頃私は

海外の短波放送局を受信してベリカードを集め始めてい

たが、ある日短波帯のダイヤルを回しているとスピーカ

ーが破れんばかりの強力なシグナルが飛び込んできた。

当時アマチュア無線についての知城が皆無だった私に

とって「これは何だ?」というのが率直な感想だった。

それから連日のように7M帯をワッチし、ラグチュー

を聴くことになる。大抵JAIDT、 EH、 ESの3局

でラウンドQSOをやっていた。聴いているうちに、ア

マチュア無漠に関する色々な知識が身についた。

DTさんの家は私の家から200皿くらいの所にあった。

ある日DTさんの声が聞こえてきたので、走って行く

とシャツクの窓を開け放して交信していた。私はという

と、ただ黙ってその様子を眺めているだけだった。

それから暫く経つとDTさんの声が聞かれないよう

になった。私が開局してからも二度とお会いすることは

なかった。後から聞いたところではお亡くなりになった

ということである.あの時マイクに向かって独特のイン

トネーションで喋っていたDTさんの姿が、いまでも私

の脳裏に焼きついている。

何故、あの時声を掛けなかったのだろう。今はそのこ

とが播やまれてならない。

2, J AI I U

この局のことは以前発表したことがあるのでご存知

の方もあると思うが、再度書いてみたいと思う。

幼少の頃、私は大津に住んでいた。 2殻から5薮くら

いまでの問だったと思う。

何分幼い頃の記憶であるから暖味な部分もあるが、当

時住んでいた場所は、裏木戸を開けると多分今の16号

線に当たる舗装道路が走っており、向かい側にコンクリ

ート型の防波堤がありその下は砂浜だった。夏ともなる

と海水浴客で賑わった。

そのほかの季節でも貝を採ったり、砂浜を手で掘って

小さな水溜りを作り、その中に小魚を追い込んで遊んだ

りした。今では想像できないだろうが、当時の大津海岸

ではそういうことができたのである。

そんな遊び仲間の中に「ヒーちゃん」と呼ばれる子がい

た。 「ヒーちゃん」は私より2へ3歳年長で、隣の家に住

んでいた。彼はいわゆるガキ大将みたいな存在で、私な

どはいつも彼の尻にくっついて「ヒーちゃん、ヒーちゃ

ん」と慕っていた。

その後私の家が平作に引越し、一度だけ「ヒーちゃ」

がお兄さんと一緒に遊びに来たが、終戦となり、その混

乱の中で音信不通となってしまった。

私が開局して間もなく、当時のコールブックを眺めて

いると、 「長谷部弘道」という名前が眼に止まった。住所

は千葉県になっている。私はもしかして酌こ住んでいた

長谷部さんの「ヒーちゃん」ではないかとピンときて、

母に聞くと「弘道」という名前と生年月日から推して多

分間違いないという。

そのコールサインが「JAI IU」だった。

早速手紙を出すと、すぐに返事が来て奇遇に鴬いたと

いうことであった。

それから手練のやりとりがあったり、 QSOをしたり

したが、私が休局してしまったので、またまた疎遠にな

ってしまった。

再開局して何年か過ぎたある日、重Uさんから突然自

宅に電話が掛かってきた。

コールブックを見て、私のコールサインが載っている

ので懐かしくなり、電話してきたということだった。

それから暫くして、私が彼の勤務先であるテレビ東京

を筋れ、再会を果たした。実に50年ぶりのアイホール

だった。

お互いに齢を重ねたが、彼の容貌には昔日の「ヒーち

ゃん」の面影が確実に残っていた。

3. J A「AON

この局は一時横須賀クラブに在籍したことがあるよう

なので、憶えておられる方もあるかもしれない。

コールサインが近いこともあって、閉局当時よくラグ

チューをした仲である。

当時彼は土浦市に住んでおり、土浦一高の学生で学年

は私より一年先輩であった。

名前は酒井さんという。

昭和31年3月のある日久し振りに彼に呼ばれ、 QS

Oをした。

彼の話は防衛大学に入学が決まり、横須賀に行くこと

になったのでよろしくということだった。私は是非自宅

に遊びに来てくれるようにと話した。

4月に入ったある日、防大の制服を着た酒井さんが我

が家にやって来た。制服姿の酒井さんは一つしか年齢が

違わないのに、随分大人びて見えた。その後私が防衛大

を坊間し、彼に校内を案内して貰ったりした。

しかし、私は翌年に大学受験を控えていることもあり、

アマチュア無線にあまあり時間を割くことが出来ない状

況となっていた。翌年見事に受験に失敗し、 1年間の浪

人生活を経て大学生となったが、それ以降休局状態とな

ってしまったため、酒井さんともそれきりになってしま



った。横須賀クラブの昔の記録を見ると、 JAIAON

というコールサインが載っているので、その頃クラブの
′

一員として活動していたものと思われる。

昭和60年、私が再開局してから局名録を調べてみた

が彼のコールサインは削除されていた。その後どうなっ

たか気になっていたが、つい先頃ひょんなことから彼の

消息が知れた。

有線電話で話す機会を得だが、現在狭山市に居住して

おり、防大を卒業後防衛庁に入り、地方勤務が長かった

ということである。

アマチュア無線は卒業後全くやっておらず、復帰の意

志もないようだった。

10年くらい前に退官し、今は奥様にも先立たれ独り

暮らしとのことである。

JAIAONのコールサインも今回の再割り当てに

より、全くの別人に付与されてしまった。さびしい限り

である。

4. J A「APP

私が免許を取得した頃は、最初予備免許という形でコ

ールサインが付与され、落成検査を受けてから正式に無

線局として認可された。

昭和29年11月に予備免許を付与された当局が落成検

査を受けたのは、翌年の3月であった。予備免許期間中

は試験電波ということで、専らRSレポートの交換だけ

しかできなかった。ある日の夕刻7MHz帯をワッチし

ていると、試験電波を発射している強力なシグナルが聞

こえてきた。ブーンというハム音を伴い変調も割れてい

たように思う。

コールサインはJÅ1APPといっている。早速当局

はコールしてレポート交換をした。

QTHを問うと衣笠だという。更に詳しく説明しても

らうと、現在のはまゆう会館の近くに当時並木座という

映画館があったが、そのすぐ側のアパートだという。

私はすぐに自転車を走らせそのアパートを訪ねた。

そこでいろいろ話したはずだが、何分にも50年近く

昔のことなので記憶が定かでない。

どこかの大学生で、苗字は確か久保田さんといわれた

ように思う。

再会を約して辞去したが、その後再びJAIAPPの

コールサインを耳にすることは無かっだ。

これは全くの想像であるが、 BC Iが原因だったので

はないかと思う。

当時はラジオというと並四という形式が主流であり、

構造的にBC Iを受け易い代物であった。まして自作の

リグでアパートという環境を考えると、なんらかのトラ

ブルがあったのではないか。それで嫌気がさして止めて

しまったのではないかと思う。

おそらく当時の横須賀クラブのメンバーの方でも、こ

の局と交信した局は無かったのではないかと思っている。

もし違っていたら大変申し訳ないが、別な意味で印象

に残った局である。

開局当時の回想
JAIAFY 奥村 進

戦後の昭和2 7年に日本のアマチュア無線が再開され、

横須賀の空にハムの電波が聞こえました。

JAIES (坂元さん) JAIEH(川島さん)でした。

SWしだった私は、 7メガで「イングランド スペイン

こちらはエドワード ヘンリーです、どうぞ」なんてES

局とE H局が交信していたのです。

その後、 JAIES (坂元さん)のシャツクに興味ある

人達がだんだん集まり、そして月1回の月例ミーティング

が深交(シンコウ)クラブ(現在、上町深田町会)で行わ

れました。

当時、三浦半島ではJAIDT, ES, EH, II.

I V, JU, KH局がオンエアされていました。

はじめには各局をめぐりシャツクを拝見しながらミーテ

ィングが行われ、三崎漁業無線局、電監(初声の監視部)

の見学、そして米海軍基地内のKA2NY訪問など行われ

ました。

その内、クラブ員も増えてきてⅤOYクラブ報がJAl

OG (石黒さん)のユニークな編集による記事が好評でし

た。

VOY (lもiceofYoko8血a)の由来は、当時、アメリカ

の短波放送でVOA (Ⅵiee ofAmerica)にあやかって

VOYとする事になりました。

こんな風にヨコスカクラブは、始まりました。



横須賀クラブ

創立50周年にませて
JA「BBN 高松 威

JARL横須賀クラブ 若林様

JAIBBN (ex JA7FD)高松です。

私は、昭和30年、高校生の時から41年、結婚

するまで横須賀クラブにお世話になりました。

また、会長も一期勤めさせて頂き、当時の勤務先

の日本テレビ局見学会等も行いました。

(年月日は忘れましたが、昭和3 0年代後半だっ

たと思います。)

当時の写真は、数度の引っ越しで多くが行方不明

ですが、残っていたのが同封の写真です。

参考資料となれば幸いです。

私は、 2年前6 3才で日本テレビを定年退職して

その後、総務省のTVデジタル化準備の仕事をして

退職しました。

今は、毎日が日曜日です。

たまにJAIAFYさんと50MHzでラグッて

います。

釣りが好きで横須賀近辺には、良く出かけます。

今後ともよろしく御頭い致します。
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アマチュア無線局開局の頃の遠い想い出

JA「BCD oxJA2FG/1細田 徹

昭和28年8月28日〔1953年〕予備免許を

与える。との郵政大臣塚田十一郎(故人)名の予備

免許状が届きさあこれからが大変だと思いました。

1Wとは言え一体どの位の霜源設備がいるのか、

アンテナはどのようなものにしたらいいのか開設費

用はどのくらいか等々問題山積です。取りあえずは

最低のありあわせ部品をかき集め6AG7-007 の

2

ステージで原発振は3. 5MHzの水晶2波 352

5KHz、 3543. 75KHzを金石舎に注文し

ましたが回路図など添付しませんでしたため後で苦

労することとなりました。

6AG7変形ピアース回路で2逓倍して8 0 7のS

G変調としましたが変調回路はほとんど資料を見て

もプレートハイシング変調かまたは普通のプレート

変調です。

SG変調なんてあまり資料がありません。ただ効

率30%で8 0 7にはかなり高電圧をかけてリニアリ

ライをよくすることができるとありましたので6V6

で変調を掛けることにしました。

資金欠乏で工事落成延期願いを出して半年後やっ

と完成。電波管理局に落成届けを郵送していよいよ

係官の検査となりました。

当日周波数測定装置をかついで2名来宅。これか

ら検査をはじめますが規定の値に入らないときは

不合格になることもありますと脅かされギクとなる。

70 5 0KHzの偏差は厳しくて第1回試験電波

発射して約1 50Hz商い方にずれています。調整

してください。と言われてさあ大変、どうやってF

を動かすのだと応援のローカル局と話している聞検

査官様は一服してまあゆっくりやってください、と

仰せになったがこちらは汗みどろで150H zを下げ

るにはど-すりや」いいんじゃ。 7050KHzは

下がってももう1波のほうはどうすると言った按配

で時間が過ぎていくばかり。水晶を加工できるのは

低いときだけと聞かされていたので困った。

そこでローカル局のOMが水晶に数P FのCを抱

かせては??とのヒントで撚線を作って水晶片に抱

かせて見たところこれがうまく行きなんとか1 0H

胴

zまでの誤差に収まりました。万歳、 ! I

あとでSGとGNDの間に50PFぐらいのVCを

いれて調整すれば簡単と言われてガックリ。

とにかく手探りの状態での毎日でBC Iもなんの

その隣からは「毎日面白い話をしているね-」なん

て言われても屁の河童で夜遅くまで我鳴っておりま

した。

そのうちCWを練習して1アマを目指そうと言う

ことになりCR発振器でピーピーやっていたらこれ

がなんと米子の電波管理局でワッチされこれはA2

電波であり指定外運用との響告書(赤紙)を貰いあ

と1歩で機械を差し押さえされる寸前までこっぴど

く怒られました。いや〇、まいった、まいった。

5Wぐらいで米子まで夜届くとは思ってもいません

でしたし7MHzは夜スキップしてほとんどなにも

聞こえない状態でもかなり飛んでいるとは知る由も

ありません。

まあそんな程度の無線局でありました。

DX ハンティングの面白さとA3電波の眼界

しばらぐ陰れてくると国内QSOばかりではつま

らなくなってきた頃に2波が1 00KHzのバンド

を許可されこれで少し自由に動けると早速VFOを

作りましたが、周波数安定度が貧弱でしばらくする

とFが大抵商いほうに動いてしまうので発振しC回

路のCを色々くみ合せて温度補償等ずいぶん工夫し

ました。これで国外QSO第1号DUIGF局とコ

ンタクト出来7095KHzぐらいでCQ DXを

がなりましたが、なんせ1 0Wとハーフウエーブの

しWではアジア界隈が関の山で、 Wまではとても無



理。そこで7 O l OKHzに下がればCWの世界が

開けていました。そこで内緒で終段の8 0 7のカソ

ード回路にKEYを入れてWをコールするとコール

バックありヤッター! !。

確かに当方の電波は太平洋を超えてカリフォルニ

アに届くのだ!と感激しました。いい気になってポ

コポコやっていましたが1 9 5 7年就職でシャツク

を離れしばらくはDXともおさらば。

機械は持っていったのですが会社の寮では何も出

来ず涙をのんで28MHzのBIG OPENを室

内アンテナで聞いておりました。

たしか1 9 6 2年ごろ岐阜にいて下宿の2FでC

Wだけで出ていました。 A 3は家主に迷惑が掛かる

とまずいので出れませんでした。

それからは伊勢湾台風でR I Gが水をかぶったり

いろいろありました。もうRIGは動きませんがそ

まま保存しています。

アンテナカップラーはまだ元気で働いております。

なんか取りとめのない文章で申し訳ありません。

ご勘弁ください。 平成15年7月1 1日からJAIBcD
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当時の思い出
JAIBHZ 岡田 幸雄

横浜市金沢区で第一号を狙いました

私がアマチュア無線技士の従事者試験を受けたのが昭和

31年(1956年) 9月期(当時は10月ではなく9月

期でした)で従事者免許をもらったのか1 2月でした。

(これは、話題一杯の話があり、いわく郵政省試験担当官

の合格者記載ミス他ありますが、これを書くとこれだけで

この記事一杯になってしまうので割愛します、又別の機会

に。)

私は当時ラジオに関係する仕事をしていましたのでCQ

誌は創刊号から買っていました。

当時(昭和26年頃、 1951年頃)は、ラジオ部品は

神田須田町、神保町の露天で旧日本軍の通信機ジャンクと

米軍のジャンクを路上に並べて売っていました。私がCQ

誌創刊号を買ったのは神保町の古本屋前の露天商が戸板の

上に並べてあったのを買った物で、当時は夢中で読みまし

たが、当時の記事の中に真空管UY臆8 0 7を使った製作

記事を大河内さんが書いていましたが、当時は日米行政協

定が未協定のため、アマチュア無線は許可になっていませ

んでした。

当時はアンカバーにも誘われたことも有りましたが、私

はHi F iに夢中でしたので受信は自作の1-V-1受信

機で短波放送を聞いては(BCし)いましたが、一度も罷

波を出したことは有りません。

CQ薗創刊号は赤色の表紙でしたがその後、緑色、青色

と2, 3号を買いましたが当時の記事はもうじき許可にな

る、と書いてありましたがなかなか許可がおりなかったの

を思い出します。

それから数年後、私は自作のH i F i機にコンバーター

をつけてアマチュアバンド(7メガ)を聞いてみると、当

時は混信も無くハム同志が楽しそうに会話しているのを聞

いて、私もアマチュアの試験を受けてみたいと思い、いろ

いろ調べ回ったところ、アマチュア無線をやるにはまずS

Wしから入って勉強してからやるべきという意見が多く聞

かれ、私はJARLに準会員として入会し、 “JAl-1 1

71" を貰いました。

KO岬AM

園聞
叢岨紙も盤塁等

3“ S同色音りX e肌′

「

今になって考えてみるとまったく無駄な時間を費やした

もので、このことが現因で私が狙っていた機浜市金沢区の

アマチュア第一号をJAI BFM松野さんに取られて、私

は第二号になってしまいました。 H i

当時はアマチュア無線家の存在数がその土地(区)のレ

ベルの高さと言われていたのですが、私がSWし当時に横
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浜市磯子区から分擬して金沢区が出来たので金沢区にアマ

チュア無線局は一つも無かったので、私は第一号を狙って

いたのです。 Hi Hi

さすがに当時の横須賀はレベルが高く多くのアマチュア

無線局が声を出していました。

アンテナの思い出

写真に有りますアンテナは、 50メガ4エレメントアン

テナですが、当時はタワーの市販品も無くエレメント、ブ

ーム、回転機と全部自作です。タワーになる梯子は自分一

人で建てましたが、アンテナをつけるときはJAI IVの

逸見さん(故人)はじめ当時の横須賀クラブのOM、 YB

7へ8名の方々に手伝っていただきました。

当時はTVもやっと普及を始めたばかりの時代ですから

岡田さんの家では大きなアンテナを建てたから、さぞかし

TVが良く見えるだろうと近所の評判でした。 Hi Hi

私は昭和3 7年に実家を出て近くに新築しました。こん

どは塵が広かったので、長年の希望であったフルサイズの

キュビカルクワッドを建てましたが、庭の端にに1 4メガ

フルサイズのタブレットを張って給電部にテスターを取り

付けて、家内に見てもらい、私はアンテナにのぼってスタ

ブの調整をし、アンテナをダイポールと反対側に回して、

スタブの調整でテスターの指示が最低に下がった点を探し

て調整を終わりましたが、このクワッドは実に良く飛びま

した。

当時のQSしは今でも大事にとってありますが、今では

私の宝物の一つです。 Hi Hi

宝物パートⅡ

宝物と言えばもう一つ有ります。それは私が横須賀クラ

ブの会長をしていた頃のことです。

追浜の国道1 6号を歩いていたとき米軍のジャンク品を

売っている店を発見して店内を覗いて見るとジャンクの無

線機の前に、ぱいすけ(農具、穀物の籾を振るい落とす農

具)の中にFT葛243型水晶発綾子が5-600個バラ

バラに入っているので、お店の人に「これ一個いくらです

か」と聞くと、お店の人はⅩ臆TAしののことを良く知ら

ないらしく、 「欲しければ1個1 0円でいいよ」と言うので

私は六浦の家へ急いで帰って有り金をさらい出して、再度

追浜のその店に向かい、そのX-TALを全部買い取りま

した。そのときこのⅩ-TAしの入れ物がある筈だと思い

探したところ弾薬ケースのような箱を1個発見し、それ

を良く見るとまざれも無く、 FT-243が6〇倍2段で

1 20個入るようになっていましたので、これも買いまし
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家に掃って良く調べて見ると1 2〇億がバラバラに4組

み近くありました。

自作のディップメーターで発振状態を見ると、素晴らし

く発殺していました。中に発振していないのがあるので、

ビスを外して中を見るとリード線が錆びて切れているもの

があり、ハンダしなおしたところ発接し、これで全部発振

しました。

そこで早速、横須賀クラブのメンバーに私の家に来てい

ただいて、数人でこれを処分しました。まず本人の私が番

号順に1組を取り、ついで全員で配分しましたがアット言

う問に終わりました。確か番号280の5600KHzか

らNO. 4OOの86OOKHzまで25KHz間隔で有

ったことを覚えています。

勿薗周波数歯抜けも数個有りましたが、私はその後、秋

葉原で探して最終的には1 2 〇億全部揃えた覚えがありま

す。

その後このⅩ-TAしは大変便利に便いましたが今では

1 0個近く歯抜けになっていますが、でも私の宝物です。

このⅩ-TAしは落成検査に技官と文官と二人来ました

が、そのときにこのⅩ-TAしを見せたところ、技官の人

が3個ばかり試験に持ってきた周波数測定器で調べてくれ

ましたがその結果、これは素晴らしい、と言われたことを

思いだしました。

思い出はまたまだ有りますがきりが無いのでこの辺で終

わります。

楽しいアマチュア無線

本当にアマチュア無線は楽しく、やればやるほど奥深く

私のように7 5才になっても頭もボケず家の中のシャツク

に座ってヨーロッパやアメリカと交信し、ポータブル機を

担いで野外で通信したり、地域社会のお役に立つべく防災

無線訓練をしたり、最近ではパソコンと無線機を繋いで

SSTV (スロースキャンテレビ)で写真を送信したりし

て、やることばかりで老いこむ暇も無いくらいです。 Hi

アマチュア無線技士の議験を受けだ思い出

合格通知が来ない?∴二
戸、

私がアマ鯨2級の試車を却たの幸呼か1年(1 9
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56年)の9月(当時は10月ではなく9月期でした)で

当時の試験は大変怒しかったと覚えています。

(このことについてはこの1へ2カ月後のCQ誌の編集後

記に当時の郵政省は「これ以上アマチュア無線を増やさな

いように試験を難しくした」とはっきり書いてありました)

私が試験問題のなかでひとつだけ覚えているのは電圧変

動率の計算問題がありました。

私の試験後における自己採点では間違いなく8 0点を超

えていたと思いましたし、その後のCQ誌の試験問題結果

を見ても聞達い有りませんでしたので、合蕗を確信してい

ました。

当時私の会社は新日本飛行機(株)でしたが、仕事は在

日米軍の兵器廠でした。当時私は一職場の長をしていまし

たが、隣の職場の長が、私と同年代の名波君と言う男でし

た。当時のアマチュア無線の試験は土、日には行われずウ

イークデイだったので試験を受けるためには会社を休まな

ければならなかったので、仮病でも使わなければ、試験に

行くことが、隠しようが無かったので、試験の翌日、名波

君が「岡田、試験の怒某はどうだった?」と聞いてきたの

で私は胸を張って「合格間違い無し」と言いきってしまい

ました。

ところが、それからいくら待っても合格通知はこないの

で(当時は、不合格通知は無かった)私は不安と苛立ちを

感じました。

当時国内の会社は休みが日曜日だけでしたが、私どもの

勤務地は在日米軍兵器廠だったので土、日が休みでしたの

で、ある目名波君に今度の土曜日、秋葉原に部品を買いに

行くついでに、悪いけど一緒に飯倉の郵政省電波監理局

(以下、電藍と書く)へ行ってくれないか?と聞くと彼は

気持ちよくOKしてくれました。

電藍へつくと常盤の担当者が「御用は何ですか」と開く

ので「私は9月期の試験結果を聞きにきました、私には自

信があったのですが合格していませんか?」と言うと、そ

の方は、 「それでは一緒に来て下さい」と薄暗い何か室内体

育館みたいなところへ案内され、其処にあった一個の机の

前に名波君と二人塵らせられました。 1 0分ほど後、その

人が試験結果帳か黒表紙の帳面を持って現れ、机の上にそ

の帳面を置いてパラパラとめくりはじめました。

しばらくすると「あっ」とその人が言うので、覗く込む

と其処には、横線の中に2 0名程の名前が書き連ねてあり

その左端の空欄に合否結果らしいマークがついて右抱には

試験結果点数が書いて有りました。左端の合否結果を見ま

すとこの頁の全員に赤鉛筆で不合格のばっ証しが書いてあ

り、私の欄もバツになっていました。全滅でした。

でも私の右端の点数は8 0点を超えていました。
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